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だが（図 3）、フランスの絵画なら、1.5 流あるいは 2 流の画家の作品でも関心を引くのに、イタリ
ア以外ではほとんど知られていないといった現象が生じるわけである。それは、言ってみれば、日
































































































図 5.　 ジョルジョーネ／ティツィアーノ 
《田園の奏楽》1510 年頃　パリ 
ルーヴル美術館














































図 8.　 ティツィアーノ《ウルビーノのヴィーナス》 
1538 年　フィレンツェ　ウッフィツィ美術館




































図 10.　E.Zola, Ed.Manet, Paris, 1867



































という 2 つの書物を映し出してみせる。この映像はゴダール自身の『JLG／自画像』（1995 年）か
 9　 同上。ただしゾラは究極においてマネを理解していなかったという見解もあり、美術批評家ゾラの問題は単
純ではないから、たとえば、吉田典子「ゾラはマネを理解しきれなかったのか―マラルメとゾラの美術批
評におけるマネ評価について」（『ステラ』第 30 号、2011 年、149-190 頁）などをも併せて参照するとよい。
10　 ブルドゥー以外には邦訳もあるので、詳細な紹介は紙数の都合上省略する。ブルドゥーのテクストは、P. 





































11　 テクストは、J. L. Godard,  JLG / JLG: phases, Paris, 1996, pp. 24-26.











































































Dealer / Critic 体制のみならず、現実にはキュレー
ティングを含めた多次元システムによって成立し
ているのである。たとえばポスト印象派というこ
























18　 展覧会に出品された作品の同定その他については、B. Nicolson, “Post-Impressionism and Roger Fry”, The Burl-
ington Magazine, XCIII (1951), pp. 11-15; A. G. Robins, “ ‘Manet and the Post-impressionists’: a checklist of exhib-
its”, The Burlington Magazine, CLII (2010), pp. 782-793.
19　 この展覧会を含むイギリスにおけるポスト印象派の余波を集めた有益な資料集として、J. B. Bullen(ed.), 
Post-impressionists in England, The Critical Reception, London, 1988. ロジャー・フライについては、J. V. Falken-
heim, Roger Fry and the beginnings of formalist art criticism, Ann Arbor, Michigan, 1980.
図 13.　 C.L.Hind, The Post Impres-
sionists, London, 1911
図 14.　 マティス《習作》 
（Hind の著書中の 
図版）
図 15.　 萬鉄五郎 









　実はこうした前衛芸術の熱気はすぐさま極東の日本にも伝搬した。1912 年（明治 45）1 月の『白

















で、とくに重要なのは 1936 年 3 月 2 日から 4 月 19 日にかけて開催された「キュビスムと抽象芸
術」という展覧会である。その中心を担ったのは、館長アルフレッド・バー Jr. で、同展覧会が殊
の他に重要なのは、バーのモダン・アート史観がきわめてよく示されているからである24。
20　 C. L. Hind, The Post Impressionists, London, 1911, p.3.
21　 C. L. Hind, op. cit., p. 31. 日本でもよく知られていたドイツ語からの英訳（復刻版でごく簡単に入手できる）は、








リカ二十世紀美術の一研究』（2012 年、三元社）。バーの有益かつ便利なテクスト集として、Defining Modern 

















図 16.　 「キュビスムと抽象芸術」展覧会カタログ表紙 
1936 年
図 17.　 『アトリエ』 1937 年　第 14 巻 
6 月号「前衛絵画の研究と批判」
特集号















る、「日本近現代美術チャート」（A Chart of Japanese Modern Art　1900-2005）というそれ自体アー
トフルな図表を掲載していることである（図 20）。両氏の説明によれば「このチャートは、1900
年から 2005 年にかけての日本美術の動向を大掴みに可視化したものである。このスタイルは、ア
ルフレッド・バー・Jr が近代芸術の発展史を弁証法的に説明した Chart of Modern Art（1936 年発
図 19.　 『岡本太郎画文集　アヴァンギャルド』 
中のバーのチャート図
図 18.　 『岡本太郎画文集　アヴァンギャルド』 
1948 年

































































4 4 4 4
としてのフォーマリスムに他ならない28。むろん芸術
27　 C. グリンバーグの批評については、C. Greenberg, The Collected Essays and Criticism, 4 vols, Chicago, 1986-1993.
















討をひとつだけあげておく。T. J. Clark, Farewell to an Idea: Episodes From the History of Modernism, New Haven / 
London, 1999.

